
地下水データベースの活用方法

○「地下水年報」「地下水調査報告書」等は、調査の翌年度に冊子・PDF等で公表され、掲載さ
れる地下水位変動グラフ等は、単年度や過去10年など、定型的に整理されている場合が多い。

○地下水データベースを活用し、毎月のデータ回収時に観測水位等を登録すれば、地下水協議会
の関係者間や地域の地下水関係者が毎月、最新データを共有できる。

○地下水データベース上で、自由に対象期間を指定して、変動グラフ等を自動で作成できる。
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①観測データの随時共有、および自由な期間指定による変動グラフ自動作成

・地下水年報等は翌年度に公表

・年間グラフ、10年グラフなど定型化されている

自由に対象期間を
設定してグラフ化

毎月の回収データを登録すれば
最新データを共有可能

地下水データベース



地下水データベースの活用方法

○従来、地下水担当者が変わったり、関係者間で観測データ等をやり取りする場合、地下水調査
報告書等の紙資料やハードディスク上の保存データを引き継ぐ場合が多い。

○報告書等にデジタルデータが含まれていても、個々に保管されているため、データを統合して
利用するには手間がかかり、デジタルデータが残っていない場合もある。

○地下水データベースは、一元的にデータを保存する書庫としても活用でき、必要な井戸の必要
な期間のデジタルデータをダウンロードでき、報告書等のやり取りは不要となる。
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②データ一元化による、担当者交代や関係者間における確実なデータの引き継ぎ

地下水データベース

調査報告書

年次報告書

HDD保存データ

一元化



地下水データベースの活用方法

○各部署が情報共有をせず、それぞれの目的で地下水調査を実施した場合、同じ地区で地下水調
査を行ったり、既存データが活用されない場合がある。

○部署や調査目的に関わらず、既存の地下水調査・井戸調査・ボーリング孔内水位等のデータを
地下水データベースに登録すれば、既存データの有効活用や同じ地区での重複調査の回避等
により、調査コストの縮減や効率化を図れる。

3

③既存観測地点等の見える化による調査コスト縮減、効率化

地下水データベース

道路分野

環境分野

農業分野

河川分野

既存情報を活用

既存情報の確認

地下水データベースを介した情報共有・活用



地下水データベースの活用方法

○災害で断水した場合に非常時用水を得られる防災井戸の位置や、地域の観光資源である名水の
情報などをWeb上で発信し、地域住民や来訪者で共有することができる。

○「地下水」を切り口として、地域の水資源や防災水利、水文化を学ぶ、環境学習や総合学習の
ツールとして活用できる。
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④防災井戸、名水等の地下水に関わる地域情報の発信・共有・活用

地下水データベースを活用した防災井戸・名水等の情報発信イメージ

環境学習・総合学習等の

ツールとしての活用イメージ

写真出典：教育ICTガイドブック（総務省）



地下水データベースの活用方法

○地下水シミュレーションモデルを構築する際、実際の降雨条件を与えた計算を行い、算出され
た計算水位と実際の観測水位を比較して再現性を検証する場合がある。

○モデルで対象としている地域で実際に観測された地下水位情報が必要となることから、地下水
データベースの登録データがモデル検証用に活用できる場合がある。
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⑤地下水シミュレーションにおけるモデル検証用データとしての活用

観測地下水位と計算地下水位の経時変化の比較例
出典：水循環解析に関する技術資料（国総研水循環研究室）

観測地下水位と計算地下水位の地下水位分布図の比較例

水循環解析モデルの概念図


